
塙
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、

議
長
に
市
井
委
員

（
勝
田
）
が
選
出

さ
れ
、
前
に
進
む

委
員
会
に
と
挨
拶

し
た
。

塚
原
委
員
長
か

ら
戦
争
法
廃
止
、

労
働
法
制
、
脱
原

発
、
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

年
金
改
悪
を
、
17

春
闘
と
結
合
さ
せ
、

職
場
と
地
域
か
ら

団
結
と
方
針
を
切

り
開
く
と
挨
拶
し

た
。交

運
共
済
、
松
井
本
部
長
よ

り
、
共
済
の
あ
り
方
と
労
働
組

合
の
必
要
性
の
議
論
を
と
報
告

が
あ
っ
た
。

東
本
部
菊
池
委
員
長
よ
り
春

闘
の
状
況
、
組
織
拡
大
に
つ
い

て
、
一
人
ひ
と
り
が
当
た
り
前

の
運
動
、
組
織
的
な
運
動
を
し

て
行
こ
う
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
、
分
会
体
制
が
変

わ
り
、
執
行
委
員
会
、
班
集
会

を
開
催
し
、
参
加
者
も
固
定
化

す
る
中
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
も
参

加
し
て
い
る
。

職
場
問
題
を
軸
に
共
有
化
を

図
り
、
一
緒
に
作
業
を
す
る
中

で
、
係
わ
り
を
持
っ
て
教
え
方

や
信
頼
関
係
を
作
り
組
織
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

組
合
不
要
論
が
言
わ
れ
て
い

る
が
、
国
労
が
受
け
皿
に
な
り

組
合
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
く
。

エ
ル
ダ
ー
制
度
で
、
24
控
除

関
係
で
配
属
先
が
早
め
に
分
か

る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

今
年
も
駅
か
ら
退
職
者
が
出

る
が
、
そ
の
補
充
に
つ
い
て
早

め
の
対
応
を
。
委
託
化
の
拡
大

で
、
い
わ
き
駅
が
複
数
の
駅
を

持
つ
に
は
限
度
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

職
種
に
よ
っ
て
新
人
が
入
っ

て
来
る
来
な
い
で
技
術
継
承
に

問
題
が
あ
る
。

書
記
長
集
約
、
委
員
会
宣
言
、

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

第１１号 こくろう みと 平成２９年４月１０日

全
員
参
加
で
運
動
を
作
ろ
う

国労水戸地方本部

水戸市中央1-１—11
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つ
な
げ
よ
う

技
術
（わ
ざ
）と

魂
（こ
こ
ろ
）と運

動
を

国
労
水
戸
地
本
は
３
月
４
日
、
い
わ
き
市
に
お
い

て
、
第
１
７
２
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
開
催
し
た
。

17
春
闘
、
組
織
拡
大
、
労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て
、

当
面
す
る
方
針
が
確
立
し
た
。

組
織
強
化
拡
大
は
、
自
信

と
確
信
で
一
歩
前
に
出
る
。

今
ま
で
と
違
っ
た
行
動
を
行
っ

て
い
く
。

関
連
会
社
の
組
織
化
に
つ

い
て
、
36
協
定
代
表
者
選
挙

の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
国

労
運
動
を
ど
う
継
承
し
て
い

く
の
か
交
流
を
し
て
い
く
。

反
合
理
化
・
安
全
安
定
輸

送
に
つ
い
て
、
相
次
ぐ
輸
送

障
害
が
続
い
て
い
る
。
要
員

問
題
と
安
全
は
一
体
の
も
の

と
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
作
業

体
制
に
し
て
い
く
。

エ
ル
ダ
ー
制
度
、
出
向
先

の
労
働
条
件
で
は
、
各
職
場

の
要
望
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

か
ら
、
一
人
勤
務
や
低
賃
金

で
働
く
意
欲
が
な
く
な
る
。

教
育
の
不
十
分
さ
が
あ
る
。

福
島
原
発
事
故
は
国
労
フ

ク
シ
マ
交
流
会
を
継
続
し
、

風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を

行
う
。

書
記
長
集
約


